
令和５年度事務事業一覧（事務事業マネジメントシートから一部抜粋）

通し
番号

事業
番号

事務事業名 課名 事業の目的 事業の概要 成果

1 915 議員報酬支払・厚生等事務 議会局議会総務課
地方自治法第２０３条及び条例に基づき、議員報酬・期末手当・費用弁償
等を議員に支給する。議長等秘書業務、議長会・共済会に関する業務、予
算に関する業務、会派に関する事務及び議員台帳の整備等を行う。

議員２６名の報酬を毎月（２１日）、及び期末手当を６月、１２月に支払
手続き並びに議会招集時（定例会、臨時会、各委員会）の費用弁償の支払
手続き。議長等の秘書的業務議員共済会への一時金・遺族年金請求支出に
関する事務、会派に関する事務及び議員履歴の整理等

欠員分を除いた毎月の議員報酬、期末手当６、１２月分、本会議・常任委
員会・議会運営委員会・特別委員会等の費用弁償の支払業務を行った。議
長等の秘書的業務（２０１件）遺族年金の請求・権利の消滅等事務（４
件）、議員報酬及び費用弁償等の支払事務は適正に行われ、行事予定表に
よる業務管理により、議長公務では滞りなく業務が遂行できた。

2 916 本議会・委員会等運営管理事務 議会局議会総務課
本会議、各委員会、全員協議会等の会議を円滑に運営するとともに、議案
の審議状況等をわかりやすく、市民に開かれた議会を実現する。

 定例会、臨時会、各委員会の開催、運営を行う。
 議案、請願等を審査及び議会全般の調査、執行部との調整を行う。

 各委員会の研修等の計画、調整を行う。
タブレット端末の使用により、ペーパーレス化及び情報伝達の迅速化を図
る。

令和５年度は、定例会４回（会期１１７日、会議日数２３日）、臨時会１
回、常任委員会８０回（うち理事会１４回、分科会２８回）、議会運営委
員会３３回、特別委員会１０回、全員協議会３回、広報広聴委員会１１回
及び会派代表者会議６回を行った。一般質問及び議案質疑並びに委員会の
事務調査を通じて、執行機関に対する監視及び議案等の審議を行い、地域
振興の増進と市民福祉の向上を図ることができた。

3 917 議会会議録作成管理事務 議会局議会総務課
議会の活動経過の記録を会議公開の原則に基づき速やかに公開し、関係者
及び市民の利用に供する。

３月、６月、９月、１２月の定例会、臨時会、各常任委員会、議会運営委
員会、各特別委員会等の会議経過を詳しく記録した会議録の作成
会議録の議会ホームページ等での公表Ｈ２１年４月から情報収集を瞬時に
行うことができる会議録検索システムを本稼働させている。

今年度開催の会議のうち、定例会４回、臨時会１回、常任委員会７７回
（うち理事会１３回、分科会２８回）、議会運営委員会３５回、特別委員
会１４回、全員協議会４回及び広報広聴委員会１２回分の会議録を作成
し、ＨＰで公開した。また、会議録について中央図書館での閲覧用配布、
市政情報コーナーへの配置及びＨＰ上での検索環境構築を通じて、会議公
開の原則に基づく議会運営へ寄与することができた。

4 918 資料収集及び調査事務 議会局議会総務課
各種行政に関する資料の収集・調査及びデータ整理を実施し、議員に提供
するほか、事務局の参考とする。各種の統計資料を作成・保存し、いつで
も活用できる状態にする。

議員からの依頼に基づき、市執行部に対し行政資料の要求を行う。
他市へ先進事例の資料を請求して情報収集する。
全国市議会議長会、茨城県市議会議長会、茨城県市町村課、他市及び関係
研究機関等からの調査に回答し、その結果を収集することで、他市の状況
を把握し、本市の参考とする。

議員からの行政資料要求２５件、茨城県及び県内市町村からの調査９件、
県外市町村からの調査１２件、その他研究所及び各種団体等からの調査２
件について回答を行った。また、本市から県外１市に調査を依頼し、回答
を得た。他市の情報を収集することで、議会運営の参考となり、議会活性
化を図ることができた。また、各種照会を通じて他市町村等と情報をやり
取りすることで、他自治体の状況が把握できた。

5 919 政務活動費事務 議会局議会総務課
「会派」が独自に市政に関する懸案事項等について調査を行うことで、議
会の活性化、審議判断の強化、調査活動基盤の充実を図る。

各会派に構成人数分（議員１人当たり月額３万円）の政務活動費を年２回
 に分け支給する。

支給された政務活動費が適正に使用されているかを収支報告書、実績報告
書により確認をする。

４月に１０会派、７月に新規結成の１会派、１０月に１１会派へ構成人数
分の政務活動費を支給した。年度途中の会派所属人数の変更に伴い、各会
派への支給額を随時変更した。また、１０会派の前年度分と年度内に解散
した１会派の今年度分の政務活動費が適正に使用されているか、収支報告
書により確認した。先例事例の調査研究等により、議員個人の資質向上が
図られ、ひいては市民の福祉向上につながった。

6 920 資産等報告書関連事務 議会局議会総務課
市政に対する市民の信頼に応え、公正で開かれた民主的な市政の発展に寄
与する。

政治倫理条例に基づく、議員の資産等報告書届出の受付及び市長への報告
資産等報告書の閲覧告示及び政治倫理審査会意見書の閲覧を告示

議員２６名から資産等報告書の提出を受け、書類の不備等を確認し政治倫
理審査会にて審査を受けた。
審査終了後、資産等報告書及び政治倫理審査会意見書の閲覧を告示し閲覧
に供した。つくば市議会議員の倫理性の向上と透明性の確保が図られた。

7 921 議会だより発行事業 議会局議会総務課
定例会終了後ごとに、審議内容及び議決結果等をまとめた市議会だよりを
発行して、市民に対し議会活動を周知し、市民の市政・市議会に対する関
心を高めるとともに、理解と認識を深める。

年５回市議会だよりを発行し、ポスティングにより市内全世帯に配布す
る。（音訳・点訳含む）

審議内容及び議決結果等をまとめた議会だよりを配布し、議会活動の周知
を図り、市政運営の透明性に寄与することができた。１７６号（５月号・
３月定例会）１０３，２００部／１０５，３００部、１７７号（８月号・
６月定例会）１０３，６８７部／１０５，７００部、１７８号（１２月
号・９月定例会）１０４，０８０部／１０６，６００部、１７９号（１月
号）１０４，０８６部／１０６，６００部、１８０号（２月号・１２月定
例会）１０４，２０８部／１０６，６５０部。配布先は市内全世帯、各窓
口センター等。
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8 922 議会インターネット中継事業 議会局議会総務課
本会議（定例会及び臨時会）の傍聴に訪れることができない市民のために
インターネットを通じて生中継及び録画映像の配信を実施することで、議
会の情報を迅速に発信する。

本会議の審議状況をインターネットにより生中継及び録画映像を配信す
 る。

機器の設置、保守及び配信用ホームページの作成を行う。

年度内の４回の定例会（６月・９月・１２月・３月）において本会議を生
中継することで、会議の模様を迅速に公表することができ、録画映像を配
信することで、後日も議会を視聴することができた。また、１１月以降は
委員会についても録画映像の配信を開始し、会議録が公開されるまでの
間、会議の内容を視聴できるようにした。生中継閲覧７，９１７件。録画
配信閲覧１７，５６３件。

2


